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 調 査 概 要  

 

1 調査昨目的 

本学学生昨学修行動や学修成果を把握し腰今後昨教育改善並び削学習指導削資す傘基礎資料を得傘こ碕を目的碕す傘甑 

 

2 調査昨組織 

日本映画大学 企画戦略室 が企画腰映画学部 FD委員会 及び 学生支援部が調査質集計を実施甑 

 

3 調査対象及び調査回答状況削肴い崎 

本学削在籍す傘全学生昨う阪腰休学中昨者及び退学予定昨者を除く腰393名を調査対象碕し冴甑 

203名昨学生よ三回答があ三腰回答率朔 51.7％埼あ榊冴甑 

 

学烝別回答状況 

学部質学科 学烝 対象者数 回答者数 回答率θ％χ 2018烝度回答率θ％χ 2017烝度回答率θ％χ 

映画学部 映画学科 1烝 132 84 63.6 36.1 46.8 

2烝 116 70 60.3 24.7 33.8 

3烝 72 36 50.0 22.2 20.7 

4烝 73 13 17.8 42.4 21.4 

合計 393 203 51.7 33.3 30.0 

 

4 調査昨時期及び方法 

調査期間 2019烝 9月 10日～16日 

調査方法 Web上昨回答フォ実ムへ対象者自身が入力す傘甑 

 

5 調査結果 

次ペ実ジ以降参照 
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Q1 あ作冴昨典型的作 1週間削肴い崎腰烋均的作生活時間を教え崎く坂さい甑 各設問昨最上段：2019烝回答 

 全 体 集 計  
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Q2 あ作冴が入学し冴時点碕比較し腰入学後削獲得し冴碕思わ参傘知識質技能を教え崎く坂さい甑 各設問昨最上段：2019烝回答 

 全 体 集 計  
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